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全国がん登録を用いた国際共同研究の推進
•国際標準に基づく登録
データ収集、コード化、ICD10による分類、国際的多重癌ルールによる
罹患率と生存率
•統計指標の比較可能性
国内、国外、年次推移等

•地域がん登録からの国際共同研究への協力
五大陸のがん罹患 CONCORD生存率研究
栃木県は地域がん登録時、五大陸のがん罹患、CONCORD3に参加
の実績



CONCORD研究とは
• ロンドン大学衛生熱帯医学大学院が実施 https://www.lshtm.ac.uk/

The London School of Hygiene & Tropical Medicine（LSHTM）
• がん生存率を国際比較することにより、要因（人種、医療へのアクセス、経
済状況など）を明らかにし、各国のがん対策の優先度を明確にすることを目
的とする。

•成果はLancet、経済協力開発機構（OECD）のHealth at a Glance
で報告
•世界保健機構（WHO）や世界銀行から承認されている。



CONCORD3

• 71の国と322のがん登録が参加

日本からの参加（16府県）
宮城、秋田、山形、栃木、群馬、茨城、神奈川、新潟、福井、山梨、
愛知、大阪、兵庫、広島、愛媛、佐賀



実際の解析
•診断年：2000～2020年の提供できる範囲
※栃木県は精度がMCIJ（日本の推計）に採用された2006年診断症
例から2020年診断症例まで。
•対象：成人15～99歳：22部位 小児0～14歳：全部位

食道、胃、結腸、直腸、肝臓、膵臓、肺、乳房、子宮頚、卵巣、前立腺、黒色腫、白血病、リンパ腫、
脳腫瘍、口唇と口腔、喉頭、胆のう、子宮体部、腎臓、膀胱、甲状腺



解析方法と結果公表 （参考：CONCORD３）
•表１ 精度指標
•表２ 部位別
（年齢、性別、ステージ分布）
•表３ 生存率
（国別5年純生存率）

2025年度に学術論文にて公表
する。当該学術論文はフリーア
クセスとする予定



精度指標の観察期間別・国別比較 部位別・国別症例数
【参考】CONCORD3集計表



部位別・国別5年純生存率
【参考】CONCORD3集計表

※CONCORD4 は2025年度に学術論文に投
稿・公表予定


